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厚生労働省 母子保健課

「健やか親子２１」の推進に向けた今後の取組について
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○ 関係者が一体となって推進する母子保健の国民運動計画
○ 21世紀の母子保健の取組の方向性と目標や指標を示したもの
○ 第１次計画（2001年～2014年）・第２次計画（2015年度～）

「健やか親子２１」とは

【基盤課題Ａ】

切れ目ない妊産婦・
乳幼児への
保健対策

【基盤課題Ｂ】
学童期・思春期から
成人期に向けた
保健対策

【基盤課題Ｃ】
子どもの健やかな
成長を見守り育む

地域づくり

【重点課題①】

育てにくさを感じる
親に寄り添う支援

【重点課題②】

妊娠期からの
児童虐待防止対策

「すべての子どもが健やかに育つ社会」の実現

健やか親子２１推進協議会
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１．現状

健やか親子２１は、20世紀の母子保健の取り組み成果を踏まえ、関係者、関係機関・団体が一体となって母子
保健に関する取組を推進する国民運動計画であり、21世紀の母子保健の主要な取組を提示するビジョンである。

２．成育医療等基本方針における健やか親子２１の位置づけ

今般の成育医療等基本方針において、成育医療等基本方針に基づく国民運動として位置づけられ、成育医療等
基本方針に基づく医療、保健、教育、福祉などのより幅広い取組を推進するものとされている。

３．令和５年度以降の方向性

成育医療等基本方針に基づく取組の推進を図る観点から、以下の見直しを行う。

• 健やか親子２１推進本部幹事会（以下「幹事会」という。）について、こども家庭審議会成育医療等分科会
（仮称。現在の成育医療等協議会）との連携を図りながら、運営する。

※ 主として、成育医療等分科会は国の取組を、幹事会は自治体や関係団体等の取組を促すこととする。

• 「母子保健家族計画事業功労者表彰」、「健康寿命をのばそうアワード」等の位置付けを見直し、いずれも
成育医療等基本方針の保健分野に関する取組に係る自治体、団体、企業、個人への表彰とする。
※幹事会において選考を行い、健やか親子２１推進本部総会において被表彰者の取組等を発表する。

• 成育医療等分科会において報告される成育医療等基本方針に係る評価指標等の自治体別データについて健や
か親子２１のホームページに一元的に掲載し、自治体の取組を支援する。

• 幹事会に専門部会を設置し、健やか親子２１のホームページに掲載する母子保健情報のコンテンツの質の担
保を図る観点から議論を行う。

「健やか親子２１」の今後の方向性について
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